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居組県民サンビーチ
夏はテントを張って海水浴、他のシーズンは
サーフィンなどの利用がある



しんおんせん議会だより  No.84   2026.8.62

海の家外観

改築後のパース図

ラッピング後のバスのイラスト

旧温泉高校校舎

PICK UP
今定例会の注目事業

「居組　海の家」指定管理施設へ

プール棟改築の事業者決定

スクールバス兼町民バスの更新

旧温泉高校　解体事業者決定

公の施設に係る指定管理者の指定
（居組レストハウス）

【事業費】指定管理料０円　
【事業概要】これまで居組区が管理していた「居
組レストハウス」を民間の事業者に指定管理と
して委託することが決定した。
指定管理者　サンセットシーヴィレッジ居組株式会社
指定の期間　令和８年７月１日～令和 13 年３月31日まで

リフレッシュパークゆむらプール棟改築工事請
負契約の締結

【事業費】　12 億 4,080 万円
【事業概要】　老朽化したプール棟を改築し、多 
機能なプールを整備し、地域活性化の拠点とし
てリニューアルを図る。契約の方法は指名競争
入札を行い、「株本・山陰共同企業体」に決定した。

動産の買入れ
（スクールバス（町民バス兼用））

【事業費】1,426 万 4,500 円
【事業概要】平成 16 年に購入した車両が 22 年
経過し、老朽化しているため更新を行う。購入
予定車両の仕様は乗車定員 29 人。町民バスと
してラッピングを予定している。指名競争入札
を行い「寺谷自動車株式会社」に決定した。

旧浜坂高等学校温泉校解体撤去工事請負契約の
締結

【事業費】　３億 503 万円
【事業概要】　平成 21 年度、県から土地・建物を
２,457 万円で購入。地域活性化施設として施設
使用者を募集してきたが、使用決定に至らず、解
体が決定した。契約の方法は指名競争入札を行い、

「株本建設工業株式会社」に決定した。解体後の土
地は普通財産として管理を協議する。
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　　　　　　　　　　河越　忠志 議員
改築ありきで進められた事業で、必然性のない建屋
の解体・新築を優先し、事業費が当初予定から増額
になったことで、本来の目的であるプールの機能的
リニューアル内容の抑制や付帯設備の既存品再利用
もある設計内容で、今後の増額変更もあり得るなか
で、根本的に再検討すべきであり、現設計での発注
は再検討すべきである。

採決結果　賛成多数で原案可決

第38期営業年度株式会社温泉町夢公社事業
報告及び財務諸表の報告

どのような目標を持ち、どういうことを目指
しているのか。
第三セクターは公共性と企業性を持つ組織体
で地域振興、産業振興、雇用創出に寄与する

ということが重要である。

財務内容については。

コロナ禍の令和２年度から５年連続の赤字
だったが、今期は６年ぶりに黒字に転じた。
指定管理料がゼロになるよう目指すのか、公
共性を高めて公のお金が入るような運営形態

を目指すのか。
株主比率は町が 51%、民間が 49% であり、
官と民の双方が努力して町の活性化につなげ

るのが第三セクターの大きな目標である。町の施設

令和 8 年 7 月 21 日から全館休館
令和 8 年 12 月 19 日から温泉のみ営業再開予定
令和 10 年 2 月 29 日まで改築工事予定

リフレッシュパークゆむらプール棟改築工事
請負契約の締結
老朽化し、危険な状態であるプール棟を改築し、観
光レジャー・エクササイズ等多機能なプール、軽飲
食スペースやデッキスペースなどの施設空間を整備
することにより、地域活性化の拠点としてリニュー
アルする。

配管図がないので分からないが、タンクを新
設するのか。
薬師湯地下のタンクより送湯し、貯湯している
リフレッシュ館裏の 100 ｔタンクがメインタ

ンク。今回の工事で新たにタンクを設ける必要はない。
温泉施設とプールの間の渡り廊下について、
両方の利用者が行き来して濡れている状態が

改善されるか。
渡り廊下は今回の工事範囲外であり、改修対
象ではない。夢公社のオペレーションの中で

対応すべき課題と考える。
古い機械の再使用は交付金の対象にならない
という説明があったが。
工事上支障があり移設する場合は補助対象に
入る。

庁舎内でどのような協議がなされたのか。

企画課とも調整し、プールで新たに導入する
機械器具、プールに関係がない機械器具は再

利用するよう県、国とも協議した。
冬場のプール内の温度確保について、出ると
寒いという課題に対し空調面での考慮はされ

ているか。
今回の工事でガラス張りの部分が壁に変わり、
建物の高さも若干低くなるため容積が減る。

従来の空調設備の能力でもこれまでより改善される
と考える。

工事期間が令和 10 年 2 月 29 日までという
ことになっているが短くならないのか。
契約締結業者と詳細について詰めながら 1 日
でも短くなるよう安全管理に努めていただき

ながら進めていく。

プール棟改築工事 着工決定注目 討論
原案反対討論

６月定例会のあらまし
第 147 回定例会を６月３日から 19 日までの 17 日間の会期で開催しました。最初の３日間は一般質問
を行いました。町長提出案件は報告７件、条例案５件、事件案５件、補正予算案７件の計 24 件を審議し、
町長提出議案をすべて可決しました。

温泉町夢公社 決算報告
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現在に至っている。施設利用は可能であり、企業誘
致を含む利用形態が確定するまでの全施設解体は、
大きな損失となる可能性がある。合併特例債の活用
枠を放棄することになっても、時間を掛けて検討す
べきだと考える。

採決結果　賛成多数で原案可決

公の施設に係る指定管理者の指定
居組レストハウスの指定管理者に、サンセッ
トシーヴィレッジ居組株式会社を指定する件。

指定期間は令和８年７月１日から令和 13 年３月 31
日まで。指定管理料はゼロ円。

サンセットシーヴィレッジ居組株式会社の株
主の構成はどうなっているのか。

出資者は５名で地元船主が２名入っている。

居組区に対する貢献等の考えはあるのか。

先般、居組区、漁業協同組合、商工観光課で
今シーズンの海水浴について協議した際に同

趣旨の議題が出ていた。関係者同士で整理していく
ものと理解している。

海の家のリニューアルについてどのようなも
のになるか情報が少ない。チェックできるのか。

今年度に補正予算で実施設計を提案する。

　　　　　　　　　　河越　忠志 議員
本契約には、既存施設を対象とした記載となってい
るが、実際には次年度に建設される予定の現時点で
内容が不明な施設を指定管理の対象とするものであ
る。今後の居組での海業の推進において、新たな施
設の指定管理は、同一事業者であることは問題では
ないが、施設の内容が確定した後、別の指定管理契
約を締結すべきである。

採決結果　賛成多数で原案可決

であるから町が指定管理を通して負担する部分はあ
る。

第三セクターも淘汰されて今はかなり少なく
なっているが夢公社の目指す方向性は。
株主に偏りがあるが、合併があり地域の新温
泉町リフレッシュ館として存在することが重

要だと考えている。こういった中山間地において民
間が参入することが難しい中、第三セクターの使命
を十分に果たしたい。

旧浜坂高等学校温泉校解体撤去工事請負契約
の締結
平成 21 年３月に県より譲渡・売買を受け、平成 21
年４月より雇用の拡大等を行う事業者や地域貢献事
業として一定の事業を行う者に対して同施設を貸し
付けることにより、雇用機会の確保や地域の活性化
を図ることを目的としてきた旧浜坂高等学校温泉校
であるが、現時点に至るまで利用した実績がない状
態が続いてきた。また、本校舎などに雨漏りが発生
するなど老朽化も進んでいるため、解体撤去工事を
実施する。

解体ありきでサウンディング調査がなされた
のではないか。
令和６年３月の予算特別委員会で前任の商工
観光課長が「解体撤去工事に向けて進むが、

サウンディング調査を実施しどの建物を残しどの建
物を壊すかを決定するために行う」と答弁した。同
年３月の補正において合併特例債を活用すると示し
た。

サウンディング調査で４社の応募のうち実際
にこの事業を取り上げられるような本気の応

募だったのか。
安全性・活用可能性について各社から意見を
いただいた。４社中３社から旧体制のままで

は活用方法に無理があるとの回答があり、残り１社
も使ってみたい気持ちはあるが責任を持って活用し
ていくとの事業提案には至らなかった。

解体してしまえば戻らない。本町全体として
の統一見解は持たされていたのか。
全棟解体の方向性は企画課、総務課、商工観
光課、町長、副町長全員が揃った中で決定した。

　　　　　　　　　　河越　忠志 議員
兵庫県から約２千５百万円で譲り受けた施設の利用
についての検討、利用企業誘致や保全までも怠って、

  旧温泉高校 解体撤去工事はじまる

居組 海の家、新しい体制で運用

注目

注目

討論

討論

原案反対討論

原案反対討論

海業により変わる居組漁港
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動産の買入れ（スクールバス（町民バス兼用））
スクールバス兼町民バスを購入するもので老朽化し
たため更新する。町内業者 9 社の指名競争入札で 7
社が辞退、２社による入札の結果、寺谷自動車株式
会社と契約。

入札の公表調書を見ると辞退が非常に多く魅
力のない入札に見えるが、２社ということに

は問題はないか。他の入札案件でも辞退の会社が多
いのが気になる。

入札は２社で成立する。辞退が多い状況があ
るが、それぞれの会社の都合もあると理解し

ている。

令和８年度新温泉町一般会計補正予算（第２号）
暫定税率廃止に伴う国の定額引き下げ廃止や中東情
勢による原油価格高騰の影響を受け、漁業経営に与
える影響が大きい燃油費に対し、当面の間燃油費の
一部を補助することで、漁業者等への経済的支援を
実施する。

漁業者には早く対応するのに、なぜ農業者に
はないのか。
国の物価高騰対策（暫定税率廃止・激変緩和
措置）で農業・林業は燃料で恩恵があるが、

漁業の A 重油・免税軽油は税の対象外で恩恵がなく、
町として補完するものである。

対象になる漁業者の割合はどれぐらいなのか。

対象は漁業経営セーフティーネットに加入し
ている船主漁業者 61 隻中 32 隻になる。

残り 29 漁業者への支援はどう考えるのか。

対象範囲については浜坂漁協とも協議を行い
納得されている。

国民健康保険税条例の一部改正
子ども・子育て支援制度の財源確保のため、国民健
康保険基礎課税額の課税限度額の引上げと子ども・
子育て分の限度額の新設、軽減判定所得基準額の見
直しをする。

　　　　　　　　　　谷口　 功 議員
「高すぎる国保」の要因は、国庫負担率を総医療費の
38.8％に大幅に縮減されたことにある。元の二分の
一に戻すべきだ。さらに、政府は「子ども・子育て
支援金」を医療保険とは異なる用途に医療保険税徴
収制度を用いることは明らかな目的外使用だ。国民
健康保険制度の目的の重大な逸脱であり、許されな
い。

採決結果　賛成多数で原案可決

スクールバス兼町民バスの更新注目

漁業用燃油高騰に対する支援措置子ども・子育て支援金

討論
原案反対討論

浜坂漁港

令和８年度　６ 月 補 正 予 算
　（単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後予算額

一　般　会　計 72,812 13,587,812

特別会計
介護保険事業 △ 10 2,004,209

浜坂地区残土処分場事業 △ 979 743,866

公営企業会計
（支出）

水道事業 38 891,677

下水道事業 1,127 1,433,518

公立浜坂病院事業 15,959 1,998,504
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地域公共交通の再構築
今年度は全体構想のビジョンと具体施策の実施計画
の 2 本柱で策定する。令和 9 年度に試行・段階的運用、
令和 10 年度以降に本格運用を目指す。

公共交通の AI 等を活用したデマンド型交通と
は無人運転のことか。
AI はまず予約システムを考えている。自動運
転はもう少し先である。

週休２日制度完全実施で工事費増
町道釜屋海岸線迂回路整備事業について、週休 2 日
制度の取組みによる労務費・諸経費の補正と、擁壁
の裏込め材に使う浜坂道路２期工事の排出土砂に粒
径処理が必要と判明したための数量を追加する。現
場閉所が 4 週 8 休以上 100% の見込みのため係数を
補正、粒径処理を 1,321㎥増。

令和 7 年の発注なら既に週休２日で、設計段
階で完全週休２日の条項は入っていたのでは

ないか。
本町では昨年７月１日から適用しており、本
件はそれ以前の入札契約なので適用前である。

介護利用料金の見直し
介護報酬改定で、令和 8 年 8 月 1 日から利用料金が
引き上げられる。
令和 9 年度の改定を待たず、食費が上がる。低所得
者は補足給付（負担軽減）があり、基準費用額と負
担限度額の差は介護保険から支払われる。

介護報酬改定は基準費用額を見直すのは、簡
単にできるものか。
介護報酬改定は通例 3 年に一度で、前回は令
和 6 年度で、本来は 9 年度の改定予定だが、

実態調査とかなりかけ離れており、国も併せて改訂
する通知をいただいている。

常 任 委 員 会

監視カメラ設置・博物館ガラス破損
令和 7 年度予算により監視カメラを 3 か所に設置

（工事費 195 万 8 千円、3 月末完了）。設置後の 4 月
13 日未明に但馬牛博物館の入口側面ガラスが損壊。

人物が特定できるほどとのことだが、実際に
人がしたのか、最近のようにクマか等は把握

しているか。人がした場合の盗難はなかったか。修
理代は保険で対応できるか。

警察に被害届を提出済み。原因は特定できて
いない。なお、盗難は一切なかった。修理費

は県の担当と相談し県が入っている保険で対応予定。
修理は終わっており、防犯上ガラスは脆いため、修
理後はガラスではなく化粧板で補修を完了している。

ツキノワグマの出没等の状況と対応
今年度は４月以降すでに出没・痕跡が発生、５月に
有害捕獲もあった。直近５か年の 4・5 月件数は令
和 4 年度３件、５年度５件、令和６年度 13 件、昨
年 12 件、今年度は目撃痕跡 7 件・錯誤捕獲 2 件・
有害捕獲１件で計 10 件。６月以降も６月５日の浜坂
地内を含め 3 件発生している。

熊除け鈴は、民家のある町内に出てくる熊に
はあまり効果がないと思うが、引き続き事業

とするのか。
静かな山の中でこそ効果があり、住宅街や雑
踏では効果が薄いと聞いており、十分に効果

があるとは言えないが、できる対策として配布して
いる。

クマの専門員は常時いるのか。今年度設置の
鳥獣対策委員は何をするのか。
クマの専門員はいない。対策委員は、平日は
職員と同じ勤務体制で配置。鳥獣被害の総合

対策事業の手伝いも依頼し、罠の設置・維持管理の
指導やシカ捕獲の捕獲員指導をする。

民生教育常任委員会

総務産建常任委員会

農林水産課

企画課

牧場公園課

公立浜坂病院・介護老人施設ささゆり

建設課

但馬牛博物館の破損状況（現在は修繕済み）

釜屋橋工事の埋め立ての様子
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ドクターヘリ復活を
ドクターヘリが 7, 8, 9 月の 3 か月運休のよ
うだが、非常事態ではないか。ヘリの整備士
養成は簡単でなくパイロットと整備士同乗が

条件であるようだ。助かる命一人でも助けられるド
クターヘリの復活に力を入れてほしい。

但馬３市 2 町で早期のドクターヘリの復活の
要請をしている。

浜坂高校は生徒を県外募集できないか
浜坂高校の学校案内を見ると、生徒不足から
外から生徒を引っ張ってくる必要があるとい

う現実がある。隣県の鳥取県は定員解消のため特定
の科で県外出願を認めると打ち出している。特徴あ
る科を作って外に打ち出せるよう県教委に強く要請
してほしい。

アイデアをどんどん提言していきたい。

令和８年　第 147 回新温泉町議会定例会の議決結果
今定例会では、19 議案中 14 議案を全員賛成で可決しました。賛否が分かれた議案等は以下の表のとおりです。

議　員　名

議　案　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
賛
　
　
　
成

反
　
　
　
対

結
　
　
　
果

中
村
　
　
茂

寺
谷
　
英
一

松
岡
　
佑
子

岡
　
　
明
彦

田
村
　
綱
正

岡
坂
　
遼
太

澤
田
　
俊
之

森
田
　
善
幸

浜
田
　
直
子

河
越
　
忠
志

中
井
　
次
郎

谷
口
　
　
功

小
林
　
俊
之

池
田
　
宜
広

新温泉町国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○○ × × ○ - 11 2 原案可決

リフレッシュパークゆむらプール棟改築
工事請負契約の締結 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× ○ ○ ○ - 11 2 原案可決

旧浜坂高等学校温泉校解体撤去工事請負
契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× ○ ○ × - 11 2 原案可決

公の施設に係る指定管理者の指定
（居組レストハウス） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× ○ ○ ○ - 12 1 原案可決

令和８年度新温泉町国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１号） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ × × ○ - 10 3 原案可決

○…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退席
議長は採決に加わりませんので、「ー」で表示しています。
賛成と反対が同数の場合は、議長が決します。

議案一覧は町のホームページ
に掲載しております。

下水道料金の不均衡
下水道料金を未だ統一していない件について、
浜坂地域の住民から要望があった。下水道料

金の統一は令和 10 年度に実施すると報告を受けて
いるが、実質的に今不均衡がある中で、不平等な扱
いを受けている人からすると、ある意味損害を被っ
ている捉え方もできる。事業に負担がかからない範
囲で損害分の補填措置をするという姿勢が行政とし
て必要ではないか。

旧町間で不均衡があることは認識し、料金改
定及び料金統一に向けて作業を行っている。

なお、今請求している下水道料金自体は条例に沿っ
たもので、法的に問題はないと考える。

こども教育課

上下水道課町民安全課

但馬周辺の医療で重要な役割を担うドクターヘリ
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一般質問とは、議員個人が町長など執行
機関に対して、町政全般についての質問
や提言を行う場です。議会だよりでは、
議員自らが質問・提言内容と結果の原稿
を作成し掲載しています。

※質問は通告受け付け順に掲載しています。
【掲載】は記事にした質問事項です。

新温泉町ホームページで一般質
問の動画を配信しています。各
議員の二次元コードからは、議
員ごとの動画が見られます。

10 

頁
松岡 佑子 議員
●ふるさと納税の取組み【掲載】

10 

頁

森田 善幸 議員
●ケーブルテレビとインターネットの活用
　【掲載】
●人材不足解消のための施策
●高齢者の交通難民問題

11 

頁

中村 　茂 議員
●ＤＸ社会に対応した交通政策【掲載】
●㈱温泉町夢公社の発展強化
●魅力と関心が生まれる教育

11 

頁

岡　 明彦 議員
●３期目の町政始動から７ヶ月たって改めて
　の町政の将来を問う【掲載】
●浜坂高校の今年度入学者数の現状分析につ
　いて【掲載】
●農業振興について【掲載】
●学校のクラブ活動の遠征の方法

12 

頁

中井 次郎 議員
●武器輸出を止めよ
●浜坂認定こども園の改築を急ぐべし
●浜坂多目的集会施設にエレベーターを設置せよ
●ＪＲ西日本・浜坂駅の利用促進、整備につ
　いて【掲載】

12 

頁

澤田 俊之 議員
●議会の生中継及び録画配信の対応【掲載】
●ふるさと寄附の現状と対策【掲載】
●当町における諸課題

13 

頁
岡坂 遼太 議員
●起業支援と地域振興【掲載】

13 

頁

谷口 　功 議員
●政府主催の「昭和１００年記念式典」につ
　いて【掲載】
●物価高・資材不足、抜本的に生活を守る補
　正予算【掲載】
●物価高騰から年金生活者を守れ

14 

頁

浜田 直子 議員
●子育て家庭の負担軽減と、地域で子どもを育 
　てる環境づくり【掲載】
●生活支援の対策は【掲載】

9 

頁

寺谷　英一 議員
●スマート農機の共同利用【掲載】
●公立高校、浜坂高校離れの食い止め【掲載】
●アントレプレナーシップ（起業家的行動能
　力）教育の推進【掲載】
●下水道料金の統一
●「おてつたび」との連携【掲載】

9 

頁
河越 忠志 議員
●本町の住宅施策の在り方【掲載】
●行政施策における平等と効率性の在り方
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町
長

寺
てら

谷
たに

 英
えい

一
いち

 議員 河
かわ

越
ごえ

 忠
ただ

志
し

 議員

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
つ
な
げ
て
い
く

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
推
進
を

アントレプレナーシップ（起業家的
行動能力）教育の推進を

東海地方ではその教育で大学
発の 400 のベンチャーが誕

生。県立だが、浜坂高校、または町
の教育機関に提案できないか。

今実施しているキャリア教育
の充実を図ることで、アント

レプレナーシップ教育につなげてい
きたい。

スマート農機の共同利用
草刈りが大変な農作業。ス
マート農業機械導入支援事業

補助金とは、どのようなもので、そ
の利用状況は。

新温泉町スマート農業導入支援事業を創設。対
象者は集落営農組合、集落としている。２地

区から打診があったが、見送りになった。
浜坂高校離れを食い止めよ

令和８年度、入学者 39 人という浜坂高校に、
衝撃を受けた。もっと助成金を増やし地元の

高校を大切にすべき。制服、体操着、教材費などの
助成は考えていないか。

それらの支援については高校とも協議しなが
らしていきたいと思っている。

町として「おてつたび」と提携を
手伝いをしながら旅をするというマッチング
アプリがある。いくつかの市町で提携、連携

している。本町内のホテル、旅館はいくつか提携し
ている。本町としても連携、提携を考えては。

本町としても研究していきたい。

質問

質問

質問

質問

町長

町長

教育長

教育長

起業家を目指す子ども

町
長

町
の
補
助
制
度
が
一
番
有
効
だ

住
宅
施
策
、
造
成
の
負
担
軽
減
や
空
き
家
活
用
は

人口減対策としての住宅施設
住宅施策立案の進捗はどう
か。
一昨年、役場若手職員を中
心に 10 名の人口問題のプロ

ジェクトチームを結成し、検討して
貰った 23 項目の中の８項目を令和
７年度取り組むこととした。その中
心が住宅政策だ。現在、県営住宅の
活用、教育委員会所管の寮・宿舎の
活用等、我が町に合った住宅政策が、
どうあるべきかを研究している。

その研究された中で実行に移
す予定は。
現状を踏まえた上で、関係所
管課の話合いの場を持って、

方向性を出していきたい。
若者世帯の近隣市町への流出
対策は喫緊の課題だ。しかし、

住宅施策については財源確保が困難
だと考えるが、どうか。

職員に知恵を出して貰い、県の制度などのい
ろんな制度を活用して、資金調達したい。
宅地造成での道路整備には過疎債が利用でき
る。民間の負担を軽減することや空き家の上

手い活用が住宅施策として有効だと思うが。
何より、町の補助制度が一番有効だと考えて
いる。

質問

質問

質問

質問

町長

町長

町長

町長

中心市街地でも多くの空き家が眠っている
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松
まつ

岡
おか

 佑
ゆう

子
こ

 議員

町
長

町
長

森
もり

田
た

 善
よし

幸
ゆき

 議員

産物等を取り込んだミーム動画※を作成する取り組み
をしてはどうか。

ミーム動画は面白い企画であり、みんなで考
えていきたい。町長

基
本
的
に
は
賛
成
だ
が
、
慎
重
に
対
応
し
た
い

議
会
全
般
の
ラ
イ
ブ
中
継
・
資
料
公
開
へ
の
対
応
は

全員賛成で採択された議会の
ケーブルテレビとネット上で

のライブ中継や資料の全面公開の請
願に向けて、町長部局はどう取り組
むか。

ライブ配信は情報公開の観点
から賛成だが、発言の訂正方

法などの課題を議会事務局と十分検
討し、慎重に対応したい。

現状自主放送の動画では、地
域等の行事やイベントを放送

しているが、それらの行事やイベン
トへの参加を促す動画を作成し、町
内外へ流す取組みをして、それらの
参加者・スタッフ不足の解消のため
の手段とするのはどうか。

動画の活用でイベントや様々
な取組みへの町民参加が増え

るよう、情報提供のあり方に知恵を
絞り取り組む。

新温泉町の知名度向上のため
に大流行している動画を模し

て背景に新温泉町の特徴的な風景や

質問

質問

質問

町長

町長

※ RPP 広告：特定のキーワードを検索したユーザーに
　対して広告を表示させることができる。

※ミーム動画：インターネット上で模倣・改変されなが
　ら爆発的に拡散される動画

問質般一

ウ
ェ
ブ
広
告
と
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
る

ふ
る
さ
と
納
税
目
標
４
億
円
達
成
へ
の
戦
略
を
問
う

令和７年度寄附額２億６千万円をど
う分析しているか

前年度から約２千万円減少し
た原因は。
但馬牛の供給力不足と水産物
のアイテム不足だと考える。

広告宣伝方法は
令和７年度に利用したウェブ
広告の媒体と総費用、効果は。

「楽天」と「さとふる」で
RPP 広告※を利用し、費用は

61 万 4,000 円で、寄附額 573 万
円を得た。

今年度の広報・宣伝計画は
ウェブ広告を強化すべきでは。

ウェブ広告は、非常に効果が高い。
積極的に進めていく予定であ
る。

寄附額１万円以下の返礼品登録の再
開は

１万円以下の返礼品登録を廃止しているが、
小口の寄附を積み重ねることも大切では。
経費率が高くなるという判断で廃止したが、
より多くの方々にファンになって頂く効果が

大きいと思う。１万円以下についても進めていきたい。

質問

質問

質問

質問

町長

町長

町長

町長

現状議会中継は一般質問の録画のみだが、今後本会議、委員会
も含めてライブ中継すべき

令和７年度の寄附申込み返礼品ランキング

　寄附額上位の返礼品
順位 お礼品名 金額
１位 シーフードミックス 882 万円
２位 鴨鍋セット（３～４人前） 840 万円
３位 鴨鍋セットうどん付き 744 万円
４位 旅館クーポン券 550 万円
５位 せこがに甲羅盛り中サイズ 509 万円

　寄附申し込み件数上位の返礼品
順位 お礼品名 件数
１位 兵庫県産但馬鴨鍋セット 560 件
２位 浜坂産一夜干しハタハタ 477 件
３位 鴨鍋セット（２人前） 438 件
４位 鴨鍋セットと玄米のうどん 372 件
５位 冷凍ホタルイカ 341 件
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町
長

町
長

中
なか

村
むら

 　茂
しげる

 議員 岡
おか

　 明
あき

彦
ひこ

 議員

デ
マ
ン
ド
型
交
通
で
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
目
指
す

統
合
賛
成
の
意
見
が
多
い
の
は
私
も
承
知
し
て
い
る

社
会
背
景
に
応
じ
た
交
通
政
策
の
再
構
築
が
必
要

学
校
統
合
の
反
対
・
賛
成
、
民
意
は
ど
ち
ら
に
あ
る

町民バス 10 路線 41 系統の役割が
限界

本町の交通政策、体系の再構
築が必要ではないか。本町地

域公共交通計画及び但馬地域公共交
通活性化協議会の存在や位置づけは
何なのか。

現在、町民バス 10 路線 41
系統を主に町民タクシー、事

業者のタクシー及び JR 山陰本線等
があるが、高齢化や人口減少等、体
系の維持が非常に厳しい。新たに本
町独自の交通計画と、但馬地域公共
交通活性化協議会における利便増進
実施計画を策定し、広域連携の下で
推進したい。

デマンド型交通システムが急務
現在、多くの地域でＡＩ、人
工知能を活用したデマンド型

交通システムが増加している。社会
的な要請だが、本町の実施なりの目
標はあるのかどうか。

町長 3,144 票、他の候補者総数 5,217 票
学校統合反対で 3 期目当選し
たから民意はあると言うが、

得票割合は統合賛成では。
そういうご意見もあると思う。
個人的にたくさん意見を聞い

ても、統合したらいいとの意見が多
いのは私も承知している。
浜坂高校の募集人数を大幅に下回る
39 人の要因分析

浜坂高校の中高連携での募集
の結果は 39 名の入学者とな

り、募集人数を大きく下回った。要
因の分析はしているか。

浜坂高校は定員 80 名という
形になっている。その浜坂高

校への進学者の数というのは、今
の中学生の数に左右されるものであ
り、令和７年度には初めて本町では
卒業生が 100 名を切った。入学者
割合が本年度 42.9％でこれまでよ
り 10％ほど少ない。

ご指摘の同交通システムは大変重要なポイン
ト。本町に適したデマンド型交通により効率

的で持続可能な地域公共交通の再構築を目指してい
る。

化学肥料の値上がり予想の対応は
化学肥料の原料の輸入も 15％以上の値上がり
が予想されるが補助等の対応は。
肥料価格高騰に対して町が単独で支援すると
いう予定はしていない。国県の動きを注視し

ながら、関係機関とも連携して、何らかの対応策が
できないか検討していきたいと考えている。

質問
質問

質問

質問

質問

町長

町長

町長

町長

教育長

町民バスは開始から 17 年が経過し新たな交通システムの
方針が示された。ドア to ドアの公共交通に期待したい

全農では平均 10% 値上げ。
肥料高騰対策に補助金が必要では
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目標額に届かない原因はなにか。また、対策
はどのように行うのか。
主な原因は、但馬牛の返礼品が少ないことで
ある。今後も海、山、温泉の三つの軸を中心

に据え、返礼品の充実を図っていく、また、１万円
以下の返礼品についての対応も考えていく。

町 町
長 長

中
なか

井
い

 次
じ

郎
ろう

 議員 澤
さわ

田
だ

 俊
とし

之
ゆき

 議員

列
車
利
用
者
な
ど
が
、
利
便
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

生
中
継
を
で
き
な
い
理
由
は
な
い

浜
坂
駅
・
町
所
有
地
を
駐
車
場
に
す
べ
き
だ

議
会
の
生
中
継
が
で
き
な
い
理
由
は

浜坂駅利用の促進策について尋
ねたい。町民からは、列車を利

用したいが、駅前に駐車場があればと
の声が出ている。駅近くに寄付をして
いただいた土地がある。この土地を駐
車場として利用できないか。

議員指摘の駐車場は看板も
はっきりしない。月極で契約

をしているが、空いたスペースもあ
る。利用方法については、浜坂駅な
ど列車利用者が利用しやすい方法に
したい。

議会の生中継の早期実施を

生中継を行う問題点は何か。

議会の議決を受けた案件であ
り、非常に重要である。問題

点は、設備投資や人員の配置などで
ある。

経費をかけない方法で行なえ
ばどうか。生中継を行わない

ことは、町長が言っている町民目線、
町民の声を聞くことを否定すること
になるのではないか。

生中継は素晴らしい。やる方
向で考える。

「やる方向」という回答は、
実施しないと聞こえる。生中

継ができない理由は何か。
生中継をできない理由はな
い。

ふるさと納税
目標額４億円の設定の根拠は
なにか。
前年の実績プラスアルファが
根拠である。

質問
質問

質問

質問

質問

質問

町長

町長

町長

町長

町長

町長

浜坂駅前。町有地を駐車場に　ＪＲ利用促進にもなります

ふるさと納税は、町の大事な自主財源。いつになったら、
目標額に到達できるのか。対策は急務

問質般一

ふるさとづくり基金
年度 目標額 結果 達成率
3 ３億５千万円 ２億 63 百万円 75%
4 ３億円 ２億 91 百万円 97%
5 ４億円 ２億 83 百万円 71%
6 ４億円 ２億 84 百万円 71%
7 ４億円 ２億 60 百万円 65%

※数字は概算。澤田作成資料



しんおんせん議会だより  No.84   2026.8.6 13

町 町
長 長

イラン戦争による資材不足・物価高騰対策を
イラン戦争が長期化し、暮らしと営業の危機
が深まっている。急激な物価高騰と物不足は、

個人や個別企業の努力にも限界がある。国に対して
緊急対策を要求すべきだ。

そういう要求を上げたい。議会も意見書を上
げてもらいたい。

岡
おか

坂
さか

 遼
りょう

太
た

 議員 谷
たに

口
ぐち

　 功
いさお

 議員

十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

平
和
憲
法
生
か
し
て
世
界
平
和
を

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
起
業
を
手
厚
く
支
援
す
べ
き

憲
法
改
悪
許
さ
ず
生
業
と
暮
ら
し
守
ろ
う

担い手確保で持続可能なまちへ
タクシーや医療福祉サービス
など担い手不足は深刻だ。こ

うした生活インフラに関わる職種へ
の起業を優先的に手厚く支援する考
えはあるか。

重点的にこの町に何が必要な
のかという点は十分検討する

必要があると思う。議員の意見を政
策として生かしていきたい。

現状の起業支援補助金は同じ
人に 1 度が限度だ。起業家マ

インドを持った人は限られており、
その人材が複数の役割を担えること
が大事になってくる。一度きりの支
援でない方向も考えるべきではない
か。

町でどこまで支援できるか極
めて厳しい。

昭和 100 年の教訓生かそう
昭和 100 年記念式典が行わ
れたが、アジア・太平洋地域

の諸国民 2000 万人、日本人 310
万人以上の尊い命が奪われた侵略戦
争の歴史が刻まれている。戦前と戦
後、専制政治から、国民主権の政治
体制となった。その変化の象徴が日
本国憲法ではないか。国民主権、戦
争放棄、基本的人権の尊重、国権の
最高機関としての国会、地方自治等
が定められ、平和と民主的経験が積
み重ねられ今日に至っている。日本
国憲法を守るべきではないか。

戦後 80 年経ったが、最近の
流れを見ると、兵器の輸出と

か、そういう残念な流れがある。憲
法を守り、世界をリードする平和国
家としての役割を果たすべきだ。

食コンテンツの振興
食資源が豊かなのに加工商品が少ない。これ
は本町のふるさと納税の課題にもなっている。

そこで食品衛生法に基づく営業許可を取得した共同
調理場（シェアキッチン）を町が整備すれば、事業
者の初期投資が減り、加工化が促進される。道の駅
にこのような機能があってもいいのではないか。

意見としてお聞きする。道の駅の経営陣とも
相談してみたい。

質問

質問

質問

質問

質問

町長

町長

町長

町長

町長

交通などの生活インフラ事業の担い手不足は喫緊の課題
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教
育
長

浜
はま

田
だ

 直
なお

子
こ

 議員

安
心
安
全
の
環
境
の
充
実
を
行
い
協
議
し
て
い
く

環
境
の
良
さ
を
活
か
し
園
な
ど
短
期
留
学
受
け
て
は

地域で子どもを育てる
こども園など数週間の短期留
学は好評で移住につながる、

受け入れては。
安心安全の環境整備を進め住
民の声を聞く。

子育ての負担軽減
おむつは持参ではなく園で一
括購入できないか。書類の手

続きの簡素化は。
充実を図っている。財源はふ
るさと納税で強化が重要。
公園など少ない。道の駅芝生
広場に遊具や日陰整と設置し

ては。滞在時間が増えると飲み物、
おやつなども売れる。

道の駅は活性化の鍵だ、将来を見据え検討す
る。

浜坂高校の支援は

通学支援の充実は。

バスの四分の三支援している。

選ばれるよう英語教育に力を入れ魅力を増や
しては。
台湾修学旅行、パンフ作成など浜坂高校支援
協議会への支援、支援員の配置、連携型中高

一貫教育の実施校としての連携を行っている。高校
と相談する。
生活支援の対策

生活保護制度はありがたいが、車の保有など地
域性が反映されていない。柔軟な対策を求める。

地方では車、田畑の必要性が高い。

ケースに応じて寄り添った支援を行う。

第１部では、議会の概要、各常任委員会（総務産建・
民生教育）が新年度予算や事業内容を中心にそれぞ
れの所管事項に関する報告を行いました。
参加者数は全体で 15 名で、前年に比べ５名減となり
ました。

　　浜坂会場の様子浜坂会場の様子

第２部では、参加者及び議員を複数のグループに分
け、議員と町民が少人数で意見を交わす座談会形式
の意見交換会を実施しました。各班で多岐にわたる
テーマが議論され、町民の皆様から率直なご意見や
ご提案をいただきました。一部ご意見を掲載いたし
ます。

●　足湯に屋根を設置する件はどうなっているのか。
雨除けの屋根はもっと大きくないといけない。日除
けのテント等もふれあい足湯に必要だと思う。
●　車椅子客は薬師湯駐車場を使うと便利だが、駐車
場の案内看板が分かりづらい。

●　空き家バンクの民間委託の理由は何か。空き店舗
も探せるよう積極的な営業をすべきではないか。
●　住居では補助金が出るが、空き店舗では補助金が
出ない。不公平ではないか。

質問

質問

質問

質問

質問

質問

町長

町長

町長

町長

自然豊かな環境の中で様々な経験を実際
に体験できる町内各所。短期留学からか
ら移住につながることも

問質般一

教育長

教育長

福祉
課長

令和８年度
議会報告会レポート

令和８年度の議会報告会を開催しました。この報告
会は、町民の皆様と議会が直接対話する貴重な機会
であり、活発な意見交換が行われました。今年は、
５月 18 日（月）に町民センター、５月 19 日（火）
に多目的集会施設で開催しました。第１部では今年
度当初予算や主な審議内容についてご報告し、第２
部では６名程度のグループに分かれて議員と参加者
の意見交換を行いました。今回のレポートでは、そ
の様子を詳しくお伝えします。
報告会の動画（第２部は含みません）は、
町のホームページまたは右記二次元コード
からご覧ください。

第１部　３月定例会・各常任委員会活動報告

第２部　グループに分かれて意見交換

温泉・観光振興

空き家・空き店舗

議 会 報 告 会 レ ポ ー ト
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●　通学バス代の負担が重い。城北高校の事例を参考
に、もっと軽減すべきではないか。
●　０歳児保育ができないこども園があることが信じ
られない。隣町では 10 年前に解決済みである。０歳
児保育の未整備が他地域への転出要因の一つになっ
ているのではないか。
●　大庭認定こども園を建てているが、子どもが減っ
てきているのに必要か。
●　浜坂認定こども園に大庭園の子どもも一緒に通う
ようになり、久しぶりに賑やかな園の雰囲気を感じ
ている。

●　フジコンなど雇用が減ることで、将来この町がど
うなるのか不安である。
●　近隣大学の学生らを対象に、地域活性化のための
取組みを進めてほしい。

●　買い物難民になる不安がある。移動販売車なども
考えてほしい。カタログではなく、現物を手にとっ
ての買い物がしたい。
●　年をとって免許を返納した後の買い物や移動の方
法が不安である。高齢者がバス停まで歩くのが大変
なので、電話すれば迎えに来るような仕組みが必要
ではないか。

●　家族の治療のために鳥取や神戸の病院へ行く機会
があり、大変である。オンラインで診療や医師から
の説明を聞けるようになれば便利である。また、手
術は町外の病院でも、薬はかかりつけの浜坂病院で
処方してもらえるよう、病院間の連携を強化しても
らいたい。
●　高齢の親がエアコンをつけずに過ごしていること
に不安を感じている。エアコン完備で高齢者が集ま
れる場所が欲しい。

●　下水道料金制度の統一に向け、議員一人ひとりも
同調の意思を示してほしい。
●　行政放送、道路、水道などのインフラについても、
議員で議論しチェックしてほしい。新しい投資事業
に費やす前に、生活の基盤であるインフラを優先す
べきではないか。
●　町内放送施設が老朽化している。屋外放送は災害
時などに必要である。補助を求めたが、町の補助は
ないといわれた。
●　すこやか～にに隣接する駐車場の無断駐車等への
対応、他の町有駐車場も含めた対策を講じるべきで
ある。

●　水道料金などの電子決済の導入が新温泉町は遅れ
ているのか。生活に身近なところから電子化を進め
てほしい。
●　結ネットの利用状況は町民の３割とのことだが、
もっと PR すべきである。高齢者が使えるよう職員が
出向いて教えてほしい。
●　町の観光情報が報道機関等で放送される際は、ラ
インなどで町民にも周知するようにすれば、町への
親しみが高まるのではないか。

　　温泉会場の様子温泉会場の様子

●　少子高齢化が進む中、大型施設をどんどん作って
いって果たしてよいのか。コンパクトなまちづくり
をすべきではないか。
●　香美町と新温泉町は今後合併を検討してもよいの
ではないか。合併後 20 年が経過した今、観光協会が
浜坂・温泉で分かれているなど、体制の見直しも必
要ではないか。

●　議会を傍聴して、議会軽視が常態化していると感
じた。町当局による議会軽視もさることながら、議
員自ら議会を軽んじる行為のような事が横行してい
る。具体的には、一度否決したにもかかわらず、議
会の議論を踏まえた見直しがなされないまま再提案
された債務負担行為を可決したのは、その最たるも
のである。予算特別委員会では、１人３問以内の質
問制限を設けている。町長に「所管課に尋ねれば事
足りる」と揶揄されるような質問に時間を費やして
いるが、予算特別委員会は政務調査の場ではない。
こうした例は枚挙にいとまがない。
●　町議会は 2 元代表として意思決定、行政監視、政
策形成機能を担うが、この機能を発揮できておらず、
議会の存在意義を疑わざるを得ない。しかし多くの
有権者はこの現状を認識できていない。
●　３月議会を傍聴し、こども園入札を巡る町長の暴
言があった。議会というのは地方自治法・憲法にも
規定されている非常に重要な場であり、議員として
どう認識されているのか。
●　ケーブルテレビの編集委員の構成はどうなってい
るのか。審査会メンバーの選考が当局では偏った傾
向が生じる。放送のあり方を見直してほしい。

教育・通学支援

地域経済と雇用・関係人口

交通・移動手段

福祉と医療

公共施設とインフラ

情報化・行政サービス

議会運営・町政運営

まちづくりの将来像
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1 にもろよせ　2 にモロヨセ　3 に諸寄
D
ダ ラ ー ズ
ARz`s　　　 会長　本

ほん
田
だ

　海
かい

昨年諸寄にてこいのぼり運動会を開催しました。
その他には、町内こども園のクリスマス会、節分
など様々な行事に参加させていただいています。
これらの活動ができているのも、地域の皆さんの
オファーあってこそのものです。

諸寄で活動をしている「青二才」のイベントの手
伝いをしている中で、自分達もグループを結成し
自分達の力で地域に貢献したいという思いが芽生
え結成となりました。

本田海（会長）、才原楓、西阪海成、山﨑武蔵、山
根勘右　計 5 人

こんな時代に慈善活動をやっているだらずな奴
ら。　※だらずな奴ら→ダラーズ→ DARz`s
地域貢献や町が盛り上がるイベントを行い、お金
では決して買うことが出来ない経験・思い出作り・
豊かさを感じて貰いたいという強い思いで動いて
います。

愛してやまない素晴しき新温泉町、但馬を我々
DARz`s が盛り上げていきます！

2026 年 8 月 14 日　青二才主催の「第 9 回諸寄
盆踊り」が開催されます。DARz`s も一緒に参加
します。是非皆さんもご参加して頂きアツい夜に
しましょう！

@darz_s_ で Instagram　follow us!

活動内容は？

きっかけ・いつから？

メンバーは？

次回定例会は９月です。
傍聴にお越しください。

会のセールスポイントは？

今後の抱負は？

皆さんにお願いしたいこと昨年開催された諸寄盆踊りの時に撮影したものです。
昨年以上のものをみなさんと作り上げましょう！

編集後記

発行：新温泉町議会　議長／池田宜広

編集：議会広報調査特別委員会
委 員 長／岡坂遼太
副委員長／田村綱正
委　　員／寺谷英一・松岡佑子
　　　　　岡　明彦・浜田直子
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